
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

登
山
学
校

開
校
式

五
月
十
七
日
に
第
十
三
期

開
校
式
が
北
浦
和
労
働
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

校
長
の
武
笠
理
事
長
挨
拶

あ
と
、
事
務
局
よ
り
担
当
講
師

の
紹
介
・
講
座
の
説
明
（
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
）
が
行
わ
れ
、
説

明
を
聞
き
に
訪
れ
た
一
般
の
方

も
そ
れ
を
見
て
入
校
さ
れ
、
今

期
は
十
四
名
の
年
間
受
講
者
と

単
科
受
講
者
七
名
（
現
在
）
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
簡
単
な
自
己

紹
介
と
歓
談
を
交
え
な
が
ら
和

気
あ
い
合
い
と
進
み
、
時
間
を

補
う
有
志
の
二
次
会
で
は
昨
年

か
ら
の
運
営
委
員
一
同
、
心
機

一
転
『
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
』
と
気
持
ち
を
確

認
仕
合
ま
し
た
。
又
、
受
講
者

の
小
松
勝
浩
さ
ん
（
浦
和
山
の

会
）
が
運
営
委
員
と
し
て
も
事

務
局
に
加
わ
り
更
に
体
制
の
強

化
を
得
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

担
当
理
事

佐
藤
久
子

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□千
葉
県
連
障
害
者
交
流

ハ
イ
キ
ン
グ
（
宝
登
山
）

五
月
十
八
日
（
日
）
前
日
ま
で

の
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
回
復
し
時
よ
り
陽
も
射

す
薄
曇
り
の
下
新
緑
の
宝
登
山

で
千
葉
労
山
と
障
害
者
団
体
の

交
流
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
に

埼
玉
か
ら
は
女
性
委
員
会
、
他

十
五
名
、
全
校
連
盟
よ
り
神
村

氏
（
夫
妻
で
参
加
）
も
加
わ
り

十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

宝
登
山
駐
車
場
で
千
葉
労

山
一
行
の
大
型
バ
ス
三
台
と
合

流
。
千
葉
県
連
、
障
害
者
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
千
葉
県
連
救

助
隊
、
埼
玉
労
山
で
総
勢
百
二

十
名
が
三
班
に
分
か
れ
頂
上
を

目
指
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
に
参
加

し
て
」岡

本
早
苗
（
三
郷
山
の
会
）

千
葉
の
方
達
を
宝
登
山
神

社
の
駐
車
場
で
待
つ
こ
と
十
分

位
で
大
型
バ
ス
三
台
が
到
着
し

ま
し
た
。
顔
合
わ
せ
も
そ
こ
そ

こ
に
登
山
開
始
と
な
り
、
私
は

車
椅
子
の
鈴
木
さ
ん
と
ご
一
緒

に
登
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆

様
の
手
際
の
良
さ
で
車
椅
子
に

ロ
ー
プ
を3

ヶ
所
に
つ
け
て
二

番
目
の
出
発
で
す
。
長
め
の
ロ

ー
プ
を
前
二
人
で
、
両
脇
に
ロ

ー
プ
を
掛
け
て
あ
る
の
で
一
人

づ
つ
と
ハ
ン
ド
ル
部
分
を
一
人

か
二
人
で
押
し
ま
す
。
道
は
ガ

タ
ガ
タ
石
や
階
段
で
引
っ
張
る

人
も
大
変
で
す
が
座
っ
て
お
ら

れ
る
鈴
木
さ
ん
自
身
も
揺
れ
る

都
度
体
重
移
動
を
な
さ
っ
て
い

る
様
子
。
私
も
脇
の
ロ
ー
プ
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
力
が
か
か
り
ま
す
。

斜
め
に
な
ら
な
い
よ
う
に
引
っ

張
り
ま
し
た
が
五
人
～
六
人
の

力
と
呼
吸
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。

（
登
り
は
普
通
に
前
向
き
で

す
）
山
頂
に
着
き
鈴
木
さ
ん
グ

ル
ー
プ
は
見
晴
ら
し
の
良
い
所

に
マ
ッ
ト
を
広
げ
て
昼
食
に
な

り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
お
か

ず
や
果
物
が
廻
っ
て
き
て
、
皆

様
の
御
心
と
一
緒
に
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
役
員
さ

ん
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
今

度
は
視
覚
障
害
の
松
川
さ
ん
に

よ
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
で

歌
を
七
曲
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
ま
し
た
。

下
る
時
は
車
椅
子
は
バ
ッ

ク
で
降
り
る
方
が
良
い
と
の
こ

と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
た
ち
は
慣

れ
た
方
達
ら
し
く
前
車
輪
を
う

～
と
あ
げ
て
前
向
き
に
降
り
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

頂
駅
で
千
葉
の
皆
様
と
別
れ
埼

玉
労
山
は
長
瀞
ア
ル
プ
ス
を
歩

き
だ
し
一
時
間
四
十
分
で
野
上

駅
着
。
寄
居
駅
の
華
屋
与
平
衛

で
反
省
会
を
し
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
お
世
話
様
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「
千
葉
県
連
交
流
ハ
イ
ク
」

山
本
道
代

（
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
）

宝
登
山
で
の
交
流
ハ
イ
ク

と
聞
き
、
あ
ま
り
状
況
を
知
ら

ず
に
参
加
し
ま
し
た
。
宝
登
山

大
駐
車
場
で
、
埼
玉
県
連
十
七

名
と
千
葉
県
連
や
車
椅
子
の
方
、

肢
体
・
知
的
・
視
覚
障
害
の
方

を
含
む
四
つ
の
団
体
が
大
型
バ

ス
三
台
で
到
着
し
ま
し
た
。
百

人
以
上
の
参
加
で
人
数
の
多
さ

に
び
っ
く
り
で
す
。
障
害
者
と

の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」

は
今
回
で
十
二
回
目
と
の
こ
と
。

皆
さ
ん
の
手
際
の
良
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
足
の
不
自
由
な
方
の

後
ろ
を
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
、
障
害
の
方
が

「
気
持
ち
が
焦
っ
て
し
ま
う
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
気
の
利

か
な
い
私
達
は
先
に
歩
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
山
頂
駅
に
着
い

た
頃
、
車
椅
子
一
台
が
下
に
向

っ
て
お
り
、
足
が
辛
か
っ
た
の

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
昼
食
後

は
視
覚
障
害
の
方
が
大
き
な
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
伴
奏
し
な
が

ら
、
皆
で
沢
山
の
曲
を
歌
い
、

山
の
歌
の
歌
詞
は
素
敵
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
山
頂
駅
で
千
葉

県
連
他
の
方
達
と
別
れ
、
埼
玉

県
連
の
方
達
と
長
瀞
ア
ル
プ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
た
く

さ
ん
の
人
達
と
交
流
が
で
き
ま

し
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
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四
十
一
期
県
連
活

動
本
格

的
に
！

登
山
学

校
開
校
、
女
性
委
員
会-

千
葉
県
連
障
害
者
交
流
ハ
イ
ク
へ

参
加



理
事
会
報
告

五
月
十
日(

土)

第
二
回
理
事
会

を
十
三
時
～
埼
玉
労
働
会
館
に

て
参
加
者
九
名
で
行
い
ま
し
た
。

経
過
報
告
・
計
画
予
定

【
全
国
連
盟
】5/

1
6

全
国
会
議

【
事
務
局
】

理
事
名
簿
、
加

盟
団
体
三
役
名
簿
、
年
間
予
定

表
の
配
布

【
財
政
】
連
盟
費
十
二
団
体
入

金
済
み

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】HP

講
習
会

開
催
。
講
師
募
集
―
三
郷
山
の

会
へ
依
頼

【
女
性
委
員
会
】5/

1
8

千
葉
県

連
交
流
ハ
イ
ク

6
/
2
8

・2
9

全
国
女
性
担
当
者
会

議
参
加
予
定

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】1

1
/
2
9

心
拍

数
測
定
登
山
予
定

【
自
然
保
護
】

4
/
2
7

足
尾
銅

山
跡
地
植
樹
参
加

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】

担

当
役
員
決
め
。

【
登
山
学
校
】

5
/
1
7

開
校
式

生
徒
十
一
名
。
ス
ポ
ッ
ト
六
名

参
加
・
ス
ポ
ッ
ト
増
員
を
検
討

【
救
助
隊
】

5
/
1
1

労
働
会
館

に
変
更
。
十
一
時
よ
り

5
/
1
9
/

役
員
会

協
議
事
項

①

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
‐6/1

西
部
…
西
吾
野
周
辺

南
部
…

芦
ヶ
久
保
～
丸
山

中
部
…
大

高
取
山

北
部
…
鐘
衝
堂
山

②

第
一
回
評
議
会

6/22
PM

一
時
よ
り

会
場

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お

み
や

議
長
依
頼
…
中
部
、
北
部

記
録
…
南
部
、
西
部

議
題

�
5/16

全
国
連
盟
報
告

�

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
報

告

�

遭
難
防
止
・
安
全
教

育
担
当
者
会
議
報
告

�
四
十
周
年
記
念
誌
配

布
予
定

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て

�

経
験
交
流
集
会
（
野

木
山
想
会
）
会
長
、

事
務
局
長

③

遭
難
防
止
・
安
全
担
当
者

会
議

6/22

会
場

さ

い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み

や

�

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告

5/28

ま
で
に
各
理
事

が
集
約

�

書
き
や
す
い
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
検
討
予
定

④

四
十
周
年
記
念
誌

�

編

集

会

議

予

定

5/16
5/31廣

岡
理
事
記

第
三
回
理
事
会
を

五
月
二
十

八
日
（
水
）
県
連
事
務
所
に
て

十
五
名
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
等
活
動
経
過

報
告･

計
画
予
定

【
全
国
連
】5/

1
6

全
国
連
盟
会

議
。9/

6

～7

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役

員
交
流
会
（
埼
玉
県
連
主
管
）

―
秩
父
市
吉
田
元
気
村

【
事
務
局
】
第
一
回
評
議
会
、
遭

難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会

議

案
内
書

配
信

会
長
・
事
務
局
長
ク
ラ
ス
の
参

加
を
追
記
し
郵
送
す
る
。

【
財

政
】5

/
3
0

十
八
団
体
納

入
済
み
（
内
十
団
体
前
納
）

【
機
関
紙
】
新
潟
県
連
へ
も
メ
ー

ル
送
信
（
事
務
局
よ
り
）

【
組

織
】6

/
2
2

経
験
交
流
会

（
野
木
山
想
会
招
致
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
三
郷
山
の

会
に
講
師
の
要
請
文
を
出
す
。

（
三
郷
運
営
委
員
会
承
諾
）

【
女

性
】5

/
1
8

千
葉
県
連
ふ

れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
（
宝
登
山
）

埼
玉
十
五
名

全
国
二
名

千

葉
は
バ
ス
三
台

全
体
で
百
二

十
名

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】
全
国

連
盟
遭
対
部
よ
り
埼
玉
の
活
動

を
送
っ
て
欲
し
い
と
の
要
請
あ

り
。7

/
1
4

沢
登
り
机
上
学
習

【
救
助
隊
】5

/
1
1

雨
天
の
為
、

労
働
会
館
で
机
上
学
習

参
加

十
三
名
＋
佐
藤
副
理
事
長

救
助
隊
連
絡
担
当
：
長
谷
川

ブ
ロ
ッ
ク
長
：
中
部
（
軽
部
）

南
部
（
尾
手
）

北
部
（
浅
見
）

西
部
（
安
田
）

【
登
山
学
校
】5/

1
7

開
校
式

年

間
受
講
十
四
名
、
ス
ポ
ッ
ト
七

名

6
/
7

『
計
画
か
ら
下
山
ま
で
』
机

上
。6/

8

『
計
画
か
ら
下
山
ま
で
』

実
技

【
岩
ネ
ッ
ト
】7

/
1
3

日
和
田
山

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】
雪

山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
催
に
向
け
て

コ
ー
チ
体
制
を
検
討
中

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

西
部

5
/
1
4

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

テ
ー
マ
：
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

評
議
会

南
部

5
/
1
5

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

5

名

テ
ー
マ
：
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク

中
部

5
/
2
1

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

テ
ー
マ
：
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

次
回

9
/
1
7

十
一
月
地
図
読

み
山
行

北
部

議

題

１
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

六
月
一
日
（
日
）

西
部
：
西
吾
野
周
辺
九
団
体

百
名
。
南
部
：
芦
ヶ
久
保
～
丸

山
～
武
甲
の
湯
方
面
。
四
団
体

三
十
名
。
中
部
：
大
高
取
山

六
団
体

四
十
人
。
北
部
：
鐘

撞
堂
山

四
団
体

三
十
名

・
全
国
へ
の
報
告
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
杉
江
ま
で
（
団
体

数
・
人
数
・
ゴ
ミ
の
量
）

・
機
関
紙
に
感
想
文
を
百
五
十

字
前
後
で
各
二
名

・
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
ア
ピ
ー
ル

の
為
、
の
ぼ
り
を
立
て
た
い
（
新

調
は
予
算
上
無
理
）

２
、
第
一
回
評
議
会

○
日
程
：
六
月
二
十
二
日
（
日
）

Ｐ
Ｍ
一
時
～

受
付
：
十
二
時
四
十
分
～

○
会
場
：
さ
い
た
ま
市
民
会
館

お
お
み
や

議
題

①･
5
/
1
6

全
国
連
盟
報
告

②
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
報
告

③
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議
報
告

④
女
性
委
員
会
交
流
集
会

⑤

間
事
業
予
定

⑥

四
十
周
年
記
念
誌
配
布

約
一
時
間
で
終
了

経
験
交
流
集
会
（
野
木
山
想
会
）

会
長
、
事
務
局
長

十
六
時
三
十
分
ま
で
（
約
二
時

間
半
）

３
、
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担

当
者
会
議

○
日
程
：
六
月
二
十
二
日
（
日
）

Ａ
Ｍ
十
時
～

○
会
場
：
さ
い
た
ま
市
民
会
館

お
お
み
や

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告

・
重
大
な
問
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
討
議
す
る

・
事
前
に
資
料
を
尾
手
、
長
谷

川
に
送
る

（
締
切
：6

/
1
5

）

４
、
四
十
周
年
記
念
誌

・

編

集

会

議

予

定

5
/
3
1

：
印
刷
、
製
本
：6

/
6

P
M
7
:
3
0

浦
和
パ
ル
コ9

階

５
、
そ
の
他

・
救
助
隊

第2

回
学
習
訓
練

机
上
：7

/
1
4

9

：0
0

～2
1

：

3
0

労
働
会
館

沢
登
り
訓
練
と
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ュ
ー
・7

/
2
6

・2
7

奥
秩
父
滝

川
流
域

豆
焼
沢
（2

級
）

高
橋
理
事
記

第１３５号 ２００８年 ６月 ９日（月）発行 埼 玉 労 山 （2）

クラブ活性化経験交流集会

６月２２日（日）午後 1:00～4:30 懇親会 5:00～7:00 予定

会場・さいたま市民会館大宮

全国で最も先進的な活動をしている栃木の野木山想会の会長・事務局長を招き、埼玉の各会・クラブが、山想会から活動

活性化のヒントを持ち帰れる集会にしたいと思います。山想会からの報告と、質疑応答の時間を充分取る予定です。それ

でも足りない分は、集会後の懇親会で補う計画です。各会代表、事務局、運営委員など多くの方の参加を期待します 

 



      

徳
重
博
文 

本
年
度
よ
り
救
助
隊
を
預

か
る
こ
と
に
な
っ
た
、
埼
玉
労

山
救
助
隊
長
、
徳
重
で
す
。
大

宮
労
山
の
会
長
で
も
あ
り
、
県

連
盟
で
は
副
理
事
長
の
任
に
も

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
埼
玉
労
山
救
助
隊
っ
て

な
ん
だ
？
」
と
思
う
方
も
お
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
一
般
的

に
遭
難
救
助
は
地
元
警
察
・
消

防
が
担
っ
て
い
ま
す
。
地
方
に

よ
っ
て
は
民
間
救
助
隊
が
組
織

さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。 

遭
難
発
生
す
る
と
、
警
察
へ

の
救
助
の
要
請
・
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
出
動
・
遭
難
者
発
見
・
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
・
搬
送
の
一
連
の
流

れ
で
、
九
十
分
～
百
二
十
分
で

病
院
へ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
幸
運
に

恵
ま
れ
、
う
ま
く
い
っ
た
場
合

で
す
。
遭
難
者
の
位
置
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
、
晴
天
・
無
風

に
近
い
状
態
の
時
で
す
。
遭
難

原
因
の
№
．
１
の
転
滑
落
で
は

遭
難
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助

の
可
能
な
地
点
へ
の
引
き
上
げ

移
送
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
危

険
な
時
間
が
増
大
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
山
仲
間
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
「
救
助
要

請
を
確
実
に
。
可
能
な
限
り
遭

難
者
に
寄
り
添
い
、
安
全
な
平

坦
地
へ
移
送
し
、
応
急
処
置
・

保
温
に
努
め
、
緊
張
と
恐
怖
を

取
り
除
い
て
あ
げ
る
。
」
こ
と

で
す
。
（
そ
の
前
に
山
仲
間
は

深
呼
吸
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
） 

さ
て
、
労
山
所
属
の
方
が
山

で
行
方
不
明
・
道
迷
い
な
ど
で

捜
索
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

多
分
、
「
埼
玉
労
山
救
助
隊
出

動
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
警
察
・
消
防

と
協
力
し
な
が
ら
捜
索
隊
を
組

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
捜
索
に

当
た
る
救
助
隊
員
は
登
山
道
が

有
っ
て
も
無
く
て
も
、
ヤ
ブ
コ

ギ
、
岩
、
沢
、
雪
な
ど
の
悪
条

件
の
中
で
行
動
が
で
き
る
こ
と
、

方
位
・
地
形
・
高
度
な
ど
を
判

断
し
、
二
万
五
千
図
に
自
分
の

位
置
を
認
識
出
来
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
（G

P
S

を
使

う
方
法
も
有
り
ま
す
。
）
警
察
・

消
防
の
捜
索
は
開
始
か
ら
七
日

～
十
四
日
で
打
ち
切
り
と
な
り

ま
す
。
埼
玉
労
山
救
助
隊
は
出

来
る
限
り
適
切
な
方
法
で
捜
索

を
継
続
し
ま
す
。
こ
れ
は
迷
っ

て
い
る
遭
難
者
を
出
来
る
だ
け

早
く
、
ご
家
族
・
関
係
者
に
引

き
合
わ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
ん
な
思
い
で
埼

玉
労
山
救
助
隊
は
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

次
回
は
、
も
う
一
つ
の
活
動

の
大
き
な
柱
、
遭
難
防
止
・
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
話
を
し
ま

す
。 
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   第１３５号   ２００８年  ６月 ９日（月）発行                    埼  玉  労  山  （３） 

 

救助隊便り 

 

7 月 13 日に岩ネットを開催いたします。 

第 1 回岩ネット  日和田山岩場 

高麗駅に 9 時集合です。 

連絡先は尾手まで TEL/FAX 0489-57-8767 まで 

埼玉県三郷市彦成 4-1-6-402 TEL/FAX 048-957-8767 

    携帯メ-ル ote1@ezweb.ne.jp 

   三郷山の会  尾手利雪 

 

岩ネット 

 

 みんなの歌         夏は来ぬ  作曲者 小山 作之助 作詞 佐々木 信綱 

(1) 卯の花の匂う 垣根に      時鳥(ﾎﾄﾄｷﾞｽ) 早も来鳴きて  忍び音もらす   夏は来ぬ 

(2) さみだれの  注(ｿｿ)ぐ山田に  早乙女が 裳裾濡らして    玉苗植うる    夏は来ぬ 

(3) 橘の薫る   軒端(ﾉｷﾊﾞ)に   窓近く 蛍飛び交い     おこたり諌(ｲｻ)むる 夏は来ぬ 

(4) 楝(ｵｳﾁ)散る  川辺の宿の   門(ｶﾄﾞ)遠く 水鶏(ｸｲﾅ)声して  夕月すずしき   夏は来ぬ 

(5) 五月闇(ｻﾂｷﾔﾐ) 蛍飛び交い   水鶏鳴き 卯の花咲きて     早苗植えわたす  夏は来ぬ 

  

第 13 期埼玉労山登山学校生徒募集 

２登山と運動生理  机上 7 月 5 日（土）－浦和労働会館  実技７月６日（日）－場所は未定 

埼玉労山では昨年に続き初級者登山学校を開校し、年間を通して登山の知識・技術を学べる場を設けます。安全に登山す

るためには学習が欠かせません。基本的な知識や技術を学びたい！ そして次へのステップを考えている方、受講してみ

ませんか！  

第 13 期カリキュラムの概容 

２登山と運動生理学 ３地図の読み方 ４岩登り（初級）５天気の見方６山での救急法 ７総合学習登山 ８雪山歩き 

受講料  年間講座・・・２０，０００円   単位科目（机上・実技を含む）・・・３，０００円     

※ 実技の交通費、教材は自己負担となります。単位科目は実技・机上をセットとします。 

受講資格  

１ 労山会員は遭対基金３口以上の加入者とする。 

２ 県連盟外の受講者は民間山岳保険に加入すること。    
３ 年齢性別は問いません。 

お問い合わせ先   事務局   駒崎  ＴＥＬ・ＦＡＸ ０４８－４３１－１４２４          

〒３３５－０００１    蕨市北町４－８－６－１２２   ※ できるだけ夜間にお願い致します      

★登山学校のホームぺージが出来ました。登山学校ホームページ http://www.justmystage.com/home/tozan/ 

登山学校連絡用メール tozan_g@art-axis.com   埼玉労山登山学校 事務局  HP 担当 小松勝浩 



                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                 

   第１３５号   ２００８年  ６ 月 ９日（月）発行                   埼  玉  労  山  （４） 

遭難防止・安全教育担当者会議  

○日程：6 月 22 日（日）AM10:00～12:00  

○会場：さいたま市民会館おおみや  

・ヒヤリハット報告 

・重大な問題をピックアップして討議 

多くの会-担当者の出席をお願いします。 

また午後の評議会と経験交流会もぜひご出席願います。 

第 1 回埼玉県連評議会 

○日程：6 月２２日（日） ＰＭ１～  受付：12 時 40 分～ 

○会場：さいたま市民会館おおみや  

議題 

①� 5 月 16 日全国連盟報告 ②クリーンハイク報告 

③遭難防止・安全教育担当者会議報告④女性委員会交流集会 

⑤� 年間事業予定⑥40 周年記念誌配布   約 1 時間で終了 

経験交流集会（野木山想会） 

会長、事務局長 16 時 30 分まで（約 2 時間半） 

各会の評議員以外にも多くの事務局等運営委員の出席をお願

いします。 

〒330-0844 さいたま市大宮区下町 3-47-8 

TEL.048-641-6131 FAX.048-641-6133 

電車でお越しの方 

【大宮駅をご利用の場合】 

ＪＲ線・ニューシャトルほか 大宮駅東口より徒歩 15 分 

【大宮駅からバスをご利用の場合】 

＜東武バス＞ 

 2 番乗場 浦和駅行き（さいたま新都心駅経由） 

 3 番乗場 天沼循環 

＜国際興業＞ 

 4 番乗場 さいたま赤十字病院行き 

＜西武バス＞ 

 5 番乗場 大宮駅西口行き 

それぞれ「吉敷一丁目」下車 徒歩 5 分 

【さいたま新都心駅をご利用の場合】 

ＪＲ京浜東北線ほか さいたま新都心駅東口下車徒歩 17 分 

駐車場について  50 台 

駐車場に限りがございますので、公共の交通機関をご利用ください。 

 

40 周年記念誌編集委員会より 

埼玉労山創立 40 周年記念誌を６月 22 日評議会にてお配り致します。 

編集委員会は少人数でしたが、委員さんの奮闘により何とか作る事が出来ました。 

原稿等のご協力有難うございました。 

読んで頂き埼玉労山の仲間達を少しでも知って頂く事が出来ると幸いです。 

＊当日どうしても参加できない会には２２日以降に成りますがお手元に届くよう手配いたします。 

 

＜編集後記＞ 

いよいよ梅雨本番。雨具を着て歩く山も見方によっては若葉や花もみずみずしく見えておつなものかも。スリップには

気を付けて下さいね！ 

136 号はクリーンハイキング、遭難防止・安全教育担当者会議、第 1 回県連評議会、登山学校第 1 回、救助隊便り 2、 

理事会報告、みんなの歌、その他、盛り沢山で予定しています。 

原稿締め切り 6 月 28 日（土）7 月 14 日（月）印刷の予定です。お楽しみに！ 

 


